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平成31年4月1日

立川駅周辺地区都市再生整備計画

平成31年度　～　平成33年度　（3年間） 立川市

１．歩行者の安全性や回遊性の確保
２．来街者へのわかりやすい情報提供

（H33末）
エスカレーターの設置による歩行者の回遊性向上の効果

案内サインの整備による利便性向上の効果

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 策定状況

Ａ-1 都市再生 一般 立川市 直接 都市再生整備計画事業（立川駅周辺地区） 立川市 134.9

合計 134.9

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35

合計

番号 備考

費用便益比

費用便益比

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
市町村名

事業者 要素となる事業名 市町村名

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者 市町村名

番号

番号

番号

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

134.9百万円 0.0百万円 0.0百万円 0.0%全体事業費 134.9百万円 0.0百万円

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容 事業実施期間（年度）

立川市 52ha

事業内容 事業実施期間（年度）
（延長・面積等）

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H31当初）

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

要素となる事業名

（事業箇所）

立川市来街者意向調査のアンケート項目として
設定し、回遊性及び利便性向上について効果測
定を行う。

83.9% - 87.5%

52.8% - 63.1%

備考

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標：ターミナル機能の強化
　目標１：ペデストリアンデッキへのエスカレーターの設置による歩行者の回遊性向上
　目標２：案内サインの整備による利便性の向上

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

うち未契約繰越額
（g）

不用額
（h = c+d-e-f）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

交付額
（c=a+b）

前年度からの繰越額
（d）

配分額
（a）

計画別流用
増△減額
（b）

H26 H27 H28 H29 H30



参考図面（社会資本整備総合交付金　市街地整備）

計画の名称 立川駅周辺地区都市再生整備計画

計画の期間 平成31年度　～　平成33年度　（3年間） 立川市交付対象

ＪＲ

立川駅

多摩モノレール

立川北駅

多摩モノレール

立川南駅

エスカレーターの設置

交通案内サインの整備

立川市役所

Ａ－１

立川駅周辺地区

都市再生整備計画区域

Ａ２、Ａ３地区

開発事業



















１．歩行者の安全性や回遊性の確保 （　％　） 83.9 （H30年度） → 87.5 （H33年度）
２．来街者へのわかりやすい情報提供 （　％　） 52.8 （H30年度） → 63.1 （H33年度）

　立川駅周辺地区（東京都立川市）　整備方針概要図

目標

大目標：ターミナル機能の強化

　目標１：ペデストリアンデッキ整備による歩行者の回遊性向上

　目標２：案内サインの整備による利便性の向上

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

ＪＲ
立川駅

多摩モノレール
立川南駅

基幹事業（高質空間形成施設・歩行支援施設）
エスカレーターの整備 事業活用調査（提案事業／事後評価調査）

立川市来街者意向調査

基幹事業（地域生活基盤施設・情報版）
案内サインの整備 整備範囲

Ａ２、Ａ３地区
開発事業

都市再生整備計画

多摩モノレール
立川北駅













高質空間形成施設 単位：百万円
概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （箇所数、規模等） 交付期間内 備考

事業費 設計費 用地費 施設整備費
緑化施設等（植栽・
緑化施設、せせらぎ・
カスケード、カラー舗
装・石畳、照明施設、
ストリートファニ
チャー・モニュメント、
土塁、堀跡等）

電線類地下埋設施
設

電柱電線類移設

地域冷暖房施設 － －

歩行支援施設、障害
者誘導施設等

立川駅ペデストリア
ンデッキ

立川市
エスカレーターの設置
2基

72.76 72.76

合計 － － － 72.76 72.76



高質空間形成施設 エスカレーターの整備イメージ  

 

 

 

整備イメージ 

 

 

 

 

 

エスカレーター設置位置 

エスカレーター ２基設置 



地域生活基盤施設 単位：百万円

概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （面積、幅員、 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考

（路線名等） 延長、規模等） 事業費 うち購入費

緑地 －

広場 －

駐車場

自転車駐車場

荷物共同集配施設

公開空地 －

情報板
立川駅ペデストリアンデッ
キ・自由通路他 立川市 案内サインの整備　24箇所 58.14 58.14 －

施設種別：

－

合計 － － － 58.14 58.14

・施設名ごとに１行ずつ記入。足りない場合は、適宜行を追加すること。
・「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）
・「駐車場」、「自転車駐車場」については、「概要」欄に、形式（立体○層、タワーパーキング、地下駐輪場等）、面積及び駐車台数を記入。
・駐車場については、「備考」欄に駐車場全体の整備に要する費用を記入。
・自転車駐車場については、「備考」欄に都市計画決定の有無、自転車駐車施設整備計画における位置づけの有無、自転車駐車場に関する附置義務条例等
　における位置づけの有無を記入すること。
・地域防災施設の「施設名」欄には、耐水性貯水槽、備蓄倉庫、放送施設、情報通信施設、発電施設、排水再利用施設、避難空間等の施設の種別を記入。
・共同駐車場については、別の所定のシートに記載すること。

地域防災施設

人工地盤



地域生活基盤施設 案内サインの整備イメージ  

◆サインの改善イメージ(誘導サイン) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆サインの改善イメージ(地図サイン)    

 

 

 

 

 

 

 

 

案内サインの整備範囲 

新規サインの整備及び

既存サイン更新等 

計 24 箇所 



事業活用調査 ・ まちづくり活動推進事業 ・ 地域創造支援事業
（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費 うち用地費 うち整備費 うち購入費

事業活用調査
事後評価調査

都市再生整備計画実施後の目標を定量化する指標
数値の確認及び事後評価（事業対効果）の実施

立川市 Ｈ33 Ｈ33 4.0 4.0 コンサルタント委託費

その他事業費の主な使途概要事業名
交付期間内事業費

事業概要 事業主体 規模
交付期間内事業期間


